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用語について
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安全上のご注意
この取扱説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然に防
ぐための注意事項を、マークを付けて表示しています。マー
クの意味は次の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使
用者が死亡または重傷を負う可能性が想定され
る内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使
用者が傷害を負う可能性、または物的損害のみ
の発生が想定される内容を示しています。

本製品を安全にご使用いただくために、つぎの事項にご注意
ください。

電源について
本製品は、消費電流が大きいため、ACアダプターの
ご使用をお薦めしますが、電池でお使いになる場合は、
アルカリ電池をご使用ください。

ACアダプターによる駆動
・	 ACアダプターは、必ずDC9Vセンターマイナス
500mA（ズームAD-16）をご使用ください。指
定外のACアダプターをお使いになりますと、故障
や誤動作の原因となり危険です。

・	 ACアダプターの定格入力AC電圧と接続するコン
セントのAC電圧は必ず一致させてください。

・	 ACアダプターをコンセントから抜く時は、必ずAC
アダプター本体を持って行ってください。

・	 長期間ご使用にならない場合や雷が鳴っている場合
は、ACアダプターをコンセントから抜いてください。

乾電池による駆動
・	 市販の1.5V単三乾電池×4をお使いください。
・	 乾電池の注意表示をよく見てご使用ください。
・	 長期間ご使用にならない場合は、乾電池をG2Nu/
G2.1Nuから取り出してください。

・	 万一、乾電池の液もれが発生した場合は、電池ケー
ス内や電池端子に付いた液をよく拭き取ってくださ
い。

・	 ご使用の際は、必ず電池ブタを閉めてください。

使用環境について
G2Nu/G2.1Nuを次のような場所でご使用になりま
すと、故障の原因となりますのでお避けください。
●	温度が極端に高くなるところや低くなるところ
●	暖房器具など熱源の近く
●	湿度が極端に高いところや、水滴のかかるところ
●	砂やほこりの多いところ
●	振動の多いところ

取り扱いについて
・	 G2Nu/G2.1Nu の上に、花瓶など液体の入ったも
のを置かないでください。感電などの原因となるこ
とがあります。

・	 G2Nu/G2.1Nu の上に、ロウソクなど火気のある
ものを置かないでください。火災の原因となること
があります。

・	 G2Nu/G2.1Nuは精密機器ですので、スイッチ類
には無理な力を加えないようにしてください。必要
以上に力を加えたり、落としたりぶつけるなどの衝
撃は故障の原因となります。

・	 G2Nu/G2.1Nuに異物（硬貨や針金など）または
液体（水、ジュースやアルコールなど）を入れない
ようにご注意ください。

接続ケーブルと入出力ジャックについて
ケーブルを接続する際は、各機器の電源スイッチを必
ずオフにしてから行なってください。本製品を移動す
るときは、必ずすべての接続ケーブルとACアダプタ
ーを抜いてから行なってください。

改造について
ケースを開けたり、改造を加えることは、故障の原因
となりますので絶対におやめください。改造が原因で
故障が発生しても当社では責任を負いかねますのでご
了承ください。

音量について
G2Nu/G2.1Nuを大音量で長時間使用しないでくだ
さい。難聴の原因となることがあります。

使用上のご注意
他の電気機器への影響について
G2Nu/G2.1Nuは、安全性を考慮して本体からの電波放
出および外部からの電波干渉を極力抑えております。しかし、
電波干渉を非常に受けやすい機器や極端に強い電波を放出
する機器の周囲に設置すると影響が出る場合があります。そ
のような場合は、G2Nu/G2.1Nuと影響する機器とを十分
に距離を置いて設置してください。
デジタル制御の電子機器では、G2Nu/G2.1Nuも含めて、
電波障害による誤動作やデータの破損、消失など思わぬ事
故が発生しかねません。ご注意ください。

お手入れについて
パネルが汚れたときは、柔らかい布で乾拭きしてください。
それでも汚れが落ちない場合は、湿らせた布をよくしぼって
拭いてください。クレンザー、ワックスおよびアルコール、
ベンジン、シンナーなどの溶剤は絶対に使用しないでくださ
い。

故障について
故障したり異常が発生した場合は、すぐにACアダプターを
抜いて電源を切り、他の接続ケーブル類もはずしてください。
「製品の型番」「製造番号」「故障、異常の具体的な症状」「お
客様のお名前、ご住所、お電話番号」をお買い上げの販売
店またはズームサービスまでご連絡ください。

このマニュアルは将来必要となることがありますので必ず参
照しやすいところに保管してください。
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安全上のご注意／使用上のご注意 用語について

●	モジュール
上左図のように最大8つの単体エフェクトが利用で
きます。これらの単体エフェクトを“モジュール”と
呼びます。

●	エフェクトタイプ
モジュールの中には、いくつかの効果を切り替えて
使用できるものがあります。これらの効果の種類を
“エフェクトタイプ”と呼びます。 例えば、
MODULATIONモジュール（変調／ディレイ系エフ
ェクト）では、コーラス、フランジャー、ディレイな
どのエフェクトタイプの中からいずれか1つを選択で
きます。

●	パラメーター
効果のかかり具合を決める要素を“パラメーター”と
呼びます。モジュールをコンパクトエフェクターに例
えると、パラメーターはツマミに相当します。

●	パッチ
モジュールごとのオン／オフやパラメーターの設定値
を記憶したものを“パッチ”と呼びます。エフェクト
の呼び出しや保存はパッチ単位で行います。

●	バンク
10のパッチをひとまとめにしたものを“バンク”と
呼びます。
バンクは全部で20あり、A〜Jのユーザーバンク（読
み書き可能）と、0〜9のプリセットバンク（読み取
り専用）に分かれています（上右図）。

●	モード
G2Nu/G2.1Nuの動作状態を“モード”と呼びます。
選ばれているモードに応じて、キーやノブ類の機能が
変化します。モードには、パッチを選んで演奏するプ
レイモード、リズムパターンを再生するリズムモード、
パッチを作り替えるエディットモード、パッチを保存す
るストアモードなどがあります。

電池駆動時は、プレイモード、リズムモード、ダイレクトモードの時に、ディス
プレイ右上部で電池残量を確認できます。電池の残量が少なくなると、デ
ィスプレイに“Low Battery!”と表示されます。

ACアダプター、USBバスパワー駆動
時は、アダプターやUSBを表すアイ
コンになります。

3． 電池ブタを閉めてください。

電池ブタ

ツメ

1． 本体を裏返しにして、電池ブタを開け
てください。

ツメを押して引っ掛かり
を外し、フタを上に持ち
上げます。

電池で使用する場合
2． 電池ケースに単三乾電池×4本を入れてください。

電池残量

COMP
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G2Nu 各部の名称G2Nu 各部の名称

パラメーターノブ1～3

リズム [▶/■]キーエフェクトタイプ／バンク
[▼]／[▲]キー

モジュールノブ

タップキー

入力端子

コントロール入力端子

専用ACアダプター(AD-16)

ギター

パソコン

ギターアンプ

ヘッドフォーン

FP01/FP02

FS01

DC9V ACアダプター端子

電源スイッチ

出力端子

ダイレクトキー

ディスプレイ

USB／グローバルキー

[▼]／[▲]フットスイッチ

ストア／スワップキー

フロントパネル

リアパネル

USB端子
エコスイッチ

エコスイッチがONの時は・・・
・ 約25分間操作しないとスタンバイ状態となります。
・ ギターからの入力信号があればスタンバイに移行

しません。

スタンバイ状態になると・・・
・ 必要最小限の機能だけ動作して電池の消耗や無駄

な電力消費を防ぎます。
・ ギターからの入力信号は無効となります。
・ 何らかの操作をすると通常の状態に戻ります。

底面パネル
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G2.1Nu 各部の名称

ペダルアサインキー

エクスプレッションペダル

パラメーターノブ1～3

リズム [▶/■]キー
エフェクトタイプ／バンク
[▼]／[▲]キー

モジュールノブ

タップキー

入力端子

ギター

パソコン

ギターアンプ

ヘッドフォーン

FP01/FP02

FS01

電源スイッチ

出力端子

ディスプレイ

USB／グローバルキー

[▼]／[▲]フットスイッチ

ストア／スワップキー

フロントパネル

リアパネル

USB端子

ダイレクトキー
底面パネル

専用ACアダプター(AD-16)

DC9V ACアダプター端子

コントロール入力端子

エコスイッチ

エコスイッチがONの時は・・・
・ 約25分間操作しないとスタンバイ状態となります。
・ ギターからの入力信号があればスタンバイに移行

しません。

スタンバイ状態になると・・・
・ 必要最小限の機能だけ動作して電池の消耗や無駄

な電力消費を防ぎます。
・ ギターからの入力信号は無効となります。
・ 何らかの操作をすると通常の状態に戻ります。

G2.1Nu 各部の名称
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パッチを選んで演奏する（プレイモード）パッチを選んで演奏する（プレイモード）

1.	電源を入れる

2.	プレイモードに設定する

アンプのボリュームを最小にします。

アンプの電源を入れ、ボリュームを上げます。

モジュールノブを“PLAY”に合わせます。
パラメータノブ1～3のいずれかを操作すると、次の画面が表示されます。

■	電池で使用する場合
電源スイッチを“ON”にします。

4.	バンクを切り替える

バンク [ ▼ ] ／ [ ▲ ]キーを押します。

次のバンク、または前のバンクに切り替わります。

■	ACアダプターで使用する場合
AC アダプターを接続してから、電源スイッチを“ON”にします。

HINT 電源スイッチを“OFF”に合わせてUSB端子をパソコンにつなぐと、バスパワーで駆動で
きます（→P29）。

HINT 電源を入れた直後は、モジュールノブがどの位置にあってもプレイモードになります。

HINT

HINT プリセレクトモード（→P25）では、離れた位置のパッチに直接移動できます。

HINT 外付けのフットスイッチ（FS01）を使ってバンクを切り替えることも可能です（→P26）。

・	 変更したパラメーターは、保存操作（→ P22）を行わないと、他のパッチを選ん
だときに失われます。

・	 ヘッドフォーンやミキサーを使うときは、ギターアンプのキャビネットの鳴り方をシ
ミュレートするダイレクトモード（→ P24）がお勧めです。

・	 すべてのパッチに共通の音量は、マスターレベルで調節します（→P30）。

3.	パッチを選ぶ

[ ▲ ]フットスイッチを踏むと次のパッチが選ばれます。

[▼ ]フットスイッチを踏むと前のパッチが選ばれます。

繰り返し踏むと、A0〜 A9...J0 〜 J9 → 00〜 09...90 〜 99→ A0の順に	
パッチが切り替わります。

パラメーターノブ1〜3の機能

パラメーターノブ1〜3の設定値

パッチ名バンク名／パッチ番号

DRIVEモジュールのトーン

各パッチの音量DRIVE モジュール
の歪みの深さ
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チューナーを使うチューナーを使う

1.	プレイモードに切り替える

2.	バイパス／ミュート状態に切り替える

[ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチの両方を同時に踏みます。

バイパス／ミュート状態に切り替えると、チューナーが起動します。

■	バイパス状態にするには
“Bypass / Tuner”と表示されたら1 秒以内に放してください。

■	ミュート状態にするには
“Bypass / Tuner”の後で“Mute /Tuner”に変わったら1 秒以内に放して
ください。

チューナータイプ フラットチューニング
の設定

基準ピッチ

NOTE ・	 [ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチの両方を2秒以上踏み続けると、ルーパー（→P13）
が起動します。

・	 エディットモード（→P18）からバイパス／ミュート状態に入ることはできません。
・	 [ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチを同時に踏む時、一瞬先に踏んだフットスイッチに反
応して音色が変化してしまうことがありますので、切り替え時に音を出さないよう
にご注意ください。

3.	チューナータイプを選ぶ

4.	チューニングを行う

チューニングしたい弦を開放弦で弾き、ピッチを調節します。

パラメーターノブ2を回し、チューナータイプを選びます。

■	CHROMATIC
最寄りの音名（半音単位）と、その音名からどれだけずれているかを表示する
クロマチックのチューナータイプです。

■	その他のチューナータイプ
選択したタイプに応じて最寄りの弦番号を表示し、本来合わせるべき音名から
どれだけずれているかを表示します。選択できる種類は下表の通りです。

■	CHROMATIC を選んだ場合
最寄りの音名と、ピッチのずれが表示されます。

■	その他のチューナータイプを選んだ場合
最寄りの弦番号とピッチのずれが表示されます。例えば、3弦をチューニング
する場合、4以上の数字が表示されるときはピッチを上げ、2以下の数字が表
示されるときはピッチを下げて3を表示させてから、ズレがなくなるように微調
整します。

正確なピッチ低いピッチ 高いピッチ

表示 解説 弦番号／音名
7 6 5 4 3 2 1

GUITAR 7弦ギターにも対応するギターの標準チューニング B E A D G B E
OPEN A 開放弦を鳴らすとAのコードになるオープンAチューニング E A E A C# E
OPEN D 開放弦を鳴らすとDのコードになるオープンDチューニング D A D F# A D
OPEN E 開放弦を鳴らすとEのコードになるオープンEチューニング E B E G# B E
OPEN G 開放弦を鳴らすとGのコードになるオープンGチューニング D G D G B D
DADGAD タッピング奏法などでよく使われる変則チューニング D A D G A D

低いピッチ 正確なピッチ 高いピッチ

弦の番号（3弦を正確なピッチにした場合）

HINT ディスプレイの上にあるキーの点灯でもピッチを確認できます。
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5.	フラットチューニングを行う

6.	チューナーの基準ピッチを変更する

7.	プレイモードに戻る

通常のチューニングから半音1〜3つ分下げたフラットチューニングを
行うことも可能です。
パラメーターノブ3を回して、半音下げ（♭×1）、1音下げ（♭×2）、1音半
下げ（♭×3）から選んでください。

パラメーターノブ1を回します。

[▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチのいずれか一方を踏みます。

基準ピッチは中央 A=435Hz 〜 445Hz の範囲で調節できます（初期値：
440Hz）。

チューナータイプが“GUITAR”のときに半音下げ（♭×1）に設定し、右図のよ
うに6弦をチューニングした場合、E♭になります。

■	音符マーク
設定されているテンポと4分音符の数で録音時間を設定します。
“♩×2”に設定した場合は、現在のテンポで2拍分の録音時間になります。
■	Manual

録音開始と終了をフットスイッチで操作します。

NOTE チューナーモードで基準ピッチを変更しても、電源を入れ直すと変更が無効になります。
変更を固定したい場合は、グローバルパラメーターで設定してください（→ P30）

ルーパーを使う

1.	ルーパーを呼び出す

2.	録音時間を選択する

プレイモードで、[ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチの両方を“LOOPER”
と表示されるまで踏み続けます。

パラメーターノブ1を回します。

録音時間を選択します。

テンポ 録音したフレーズの音量録音時間

NOTE ルーパー使用時は、DELAYモジュールが無効になります。

設定範囲は40〜250BPM（1分間あたりの拍数）です。手順2で音符マー
クを選んだ場合は、このテンポに従って録音時間が算出されます。

3.	テンポを調節する

パラメーターノブ2を回します。

HINT タップキーを使ってテンポを調節することも可能です（→P17）。

NOTE チューナータイプが“CHROMATIC”のときは、フラットチューニングができません。

フラットチューニング

基準ピッチ

録音時間

テンポ
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ルーパーを使う
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■	音符マークを選んだ場合
指定時間まで録音を行い、その後ループ再
生を開始します（表示は“PLAY”に変わり
ます）。

■	“Manual”を選んだ場合
[ ▲ ]フットスイッチをもう1度踏むか、最大
時間（約5秒）に達した後、ループ再生を開
始します（表示は“PLAY”に変わります）。

4.	フレーズを録音／再生する

[ ▲ ]フットスイッチを踏んで、録音したいフレーズを演奏します

表示が“REC”に変わり、録音が始まります。
手順2で選んだ録音方法によって、次のように動作します。

表示が“REC”に変わり、重ね録音が始まります。
録音したフレーズの最後まで到達すると、先頭に戻ってさらに重ね録音を続けます。

ループ再生

再生

演奏

[▲]フットスイッチ[▲]
フット

スイッチ
設定した時間

ループ再生

再生

演奏

[▲]フットスイッチ

5.	フレーズを重ね録音する

ループ再生中に、[▲ ]フットスイッチを踏みます。

重ね録音 ループ再生ループ再生

再生

演奏

[▲]
フット

スイッチ

[▲]フットスイッチ

HINT ループ再生を停止したいときは、[ ▼ ]フットスイッチを踏みます（表示は“STOP”に変わ
ります）。もう一度ループ再生するには、[▲ ]フットスイッチを踏みます。

6.	フレーズの音量を調節する

7.	フレーズを消去する

8.	プレイモードに戻る

パラメーターノブ3を回します。
設定範囲は0〜100です。

[ ▼ ]フットスイッチを“CLEAR”と表示されるまで踏み続けます。
録音内容が消去されます。

[ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチの両方を踏みます。

NOTE フレーズが録音された状態でパラメーターノブ 1、2 を操作すると、録音内容が消去されま
すのでご注意ください。

HINT ルーパー使用時も、リズムを鳴らすことが可能です（→P16）。ただし、パラメーターノブ
はルーパーの操作になります。

重ね録音を終了するには、もう一度 [▲ ]フットスイッチを踏みます。
表示は“PLAY”に変わります。

フレーズの音量
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リズムを使う（リズムモード）リズムを使う（リズムモード）

1.	リズムモードに切り替える

2.	リズムパターンを選ぶ

3.	テンポを調節する

プレイモードでリズム [▶ /■ ]キーを押します。
リズムパターンの演奏が始まります。

パラメーターノブ1を回します（パターンの種類→P51）。

テンポは、40〜250BPM（1分間あたりの拍数）の範囲で調節でき
ます。

リズムのテンポ リズムの音量リズムパターン

NOTE リズムモードでは、REVERBモジュールが無効になります。

HINT ・	 チューナーモードやルーパー起動時でもリズムを鳴らすことができます。ただし、
パラメーターノブはチューナーモード及びルーパーの操作になります。

・	 リズムモード中も[▼ ]／ [▲ ]フットスイッチやバンク[▼ ]／ [▲ ]キーを使って、
パッチの切り替えが行えます。

■	数値で設定する場合
パラメーターノブ2を回します。

■タップして設定する場合（タップテンポ）
希望するテンポに合わせて、タップキーを2回以上押します。キーを押す間隔
からテンポが自動的に調節されます。

4.	リズムの音量を調節する

5.	リズムを止める

パラメーターノブ3を回します。
音量は0〜100の範囲で設定できます。

リズム [▶ /■ ]キーを押します。
リズムが停止して元の状態に戻ります。

HINT 別売りのフットスイッチ（FS01）を使って、テンポを調節することも可能です（→P26）。

リズムパターン

テンポ

リズムの音量
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パッチを作り替える（エディットモード）パッチを作り替える（エディットモード）

1.	エディットするパッチを選ぶ（¢P9）

2.	エディットするモジュールを選ぶ

モジュールノブを編集したいモジュールに合わせます。
エディットモードに切り替わります。

現在のエフェクトタイプ
のパラメーター1

現在のエフェクトタイプ
のパラメーター2

現在のエフェクトタイプ
のパラメーター3

HINT ・	 EQモジュールは単体モジュールですが、エディット時は“EQ Lo”と“EQ Hi”
に分けて扱います。

・	 TOTALモジュールは、パッチ固有の音量（パッチレベル）やパッチの名前などを
編集する特殊なモジュールです。

選択したモジュールが拡大表示されます。

自動的にエディット画面に切り替わります。

エフェクトタイプが切り替わります。エフェクトタイプごとに表示されるパラメータ
ーは異なります。

4.	エフェクトタイプを切り替える

5.	パラメーターを調節する

エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ]キーを押します。

パラメーターノブ1〜3を回します。

HINT ・	 EQモジュールのエフェクトタイプは1種類のみです。
・	 各モジュールに含まれるエフェクトタイプ／パラメーターについてはP33〜48
をご参照ください。

HINT 時間や周期に対応するパラメーターは、タップテンポ（→P17）でも設定できます。

3.	モジュールのオン／オフを切り替える

[ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチのどちらか一方を踏みます。

HINT ・	 EQモジュールのオン／オフ切り替えは、“EQ Lo”と“EQ Hi”のどちらでも行
えます。

・	 TOTALモジュールはオフにできません。

エフェクトタイプ

オンのモジュール（濃い表示）

オフのモジュール（薄い表示）

エフェクトタイプ

HINT 選択したモジュールがOFFになっているとエディット画面に切り替わりません。

パラメーター
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パッチを作り替える（エディットモード）
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例えば、“Patch01”を“Patch02”に変えたい場合は、パラメーターノブ3
を使ってカーソルを移動させ、パラメーターノブ1を使って文字／記号を選び
ます。

6.	パッチ固有の音量（パッチレベル）を調節する

8.	エディットを終了する

7.	パッチ名を変える

モジュールノブで“TOTAL”、エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ]キーで
“PatchLvl”を選び、パラメーターノブ1を回します。

モジュールノブを“PLAY”に合わせます。
プレイモードに戻ります。

モジュールノブで“TOTAL”、エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ]キーで
“PatchName”を選びます。

パラメーターノブ1〜3を回して設定します。

HINT ・	 パッチレベルはプレイモードでも調節できます。
・	 すべてのパッチに共通の音量は、マスターレベルで調節します（→P30）。

! # ＄ % & ' ( ) + , - . ; = @ [ ] ^ _ ` { } ~ 
A 〜 Z、a〜 z、0〜9、（スペース）

NOTE パッチを変更するとエディット内容はすべて失われます。エディット内容を残しておきたいとき
は、パッチを保存してください（→P22）。

パラメーターノブ 3
でカーソルを移動

パラメーターノブ 1
を右に回して“2”を
選ぶ

変更可能な文字には
カーソルが表示される

カーソル

使用可能な文字／記号は次の通りです。

カーソルの移動カーソル位置の文字／記号
を1つずつ切り替えます。

カーソル位置の文字 /記号を、アルファ
ベットの大文字、アルファベットの小文
字、数字、記号の単位で切り替えます。

パッチレベル
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パッチを保存／コピーする（ストアモード）パッチを保存／コピーする（ストアモード）

1.	ストアモードにする

2.	保存／入れ替え先のパッチを選ぶ

保存／入れ替え元のパッチを選んで、ストア／スワップキーを押します。

[▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッチを踏みます。

■	保存する場合
ストア／スワップキーをすぐに放します。
“Store?”と表示されます。

■入れ替える場合
“Swap?”と表示されるまで押し続けます。

保存先パッチ

保存元パッチ

入れ替え先パッチ

入れ替え元パッチ

HINT ・	 入れ替えはA～ Jバンク同士でのみ行えます。
・	 工場出荷時は、プリセット／ユーザーの両バンクに同じパッチが保存されていま
す。

HINT バンクを選ぶときは、バンク [ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーを使うことも可能です。

NOTE 保存／入れ替え先として選べるのは、A～ Jバンクのみです。

3.	保存／入れ替えを実行する

ストア／スワップキーを押します。
“COMPLETE!”と表示され、保存／入れ替え先のパッチに移動します。

HINT キャンセルするには、ストア／スワップキーを押す代わりに、モジュールノブを動かします。

A～ Jバンクのパッチは、すべて工場出荷時の状
態に戻すことができます。

オールイニシャライズを行うには、ストア／スワッ
プキーを押しながら電源を入れてください。

ディスプレイが下図のようになります。

もう1回ストア／スワップキーを押すと、すべての
パッチ情報が工場出荷時の状態に戻り、プレイモー
ドに移行します。

キャンセルしたいときは、ストア／スワップキーの
代わりにリズム [▶ /■ ] キーを押してください。

工場出荷時のパッチに戻す（オールイニシャライズ機能）

NOTE オールイニシャライズを実行すると、ユーザー
バンクに保存したパッチはすべて消去されます。
この操作は慎重に行ってください。
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1.	 [ ▲ ]フットスイッチを踏みながら、電源を
入れてください。
“PRE SELECT”と表示された後、プリセレク
トモードで起動します。

2.	 [ ▼ ] ／ [ ▲ ] フットスイッチやバンク	
[ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーを使って、次に呼び出
すパッチを選んでください。
パッチを選ぶ方法は、通常のプレイモードと同
じです。ただし、手順3の確定操作を行うま
でパッチは切り替わりません。

この手順の画面でエディットモードやストアモードに入
った場合、現在のパッチが操作の対象になります。

3.	 パッチを切り替えるには、[▼ ] ／ [ ▲ ]フ
ットスイッチの両方を同時に踏んでくださ
い。
パッチの切り替えが実行されます。

パッチの呼び出し方を通常の方式に戻すには、電源
を入れ直してください。

ダイレクトモードを使用する パッチの呼び出し方を変える（プリセレクト）

ダイレクトモードでは、ギターアンプのキャビネットの鳴り方をシミュレートできます。ヘッドフォーンやミキサー
を使うときに最適なサウンドを得ることができます。

1.	 プレイモードで、ダイレクトキーを押して
点灯させてください。
ダイレクトモードに切り替わります。

・	 プレイモードと同じようにエディット、リズム、
ストアの各モードや、チューナー、ルーパーの
各機能が利用できます。

・	 パッチの選択方法はプレイモードと同じです。

2.	 パラメーターノブ1〜3を使って、パラメ
ーターを操作してください。

■キャビネットの種類

種類 説明

MATCHED
ドライブエフェクトタイプに応じ
て最適化されたキャビネットの
設定。 

COMBO
2ｘ12 フェンダーコンボアンプ
のキャビネットをシミュレートし
ます。 

TWEED
4x10 フェンダーツィードアン
プのキャビネットをシミュレート
します。

STACK
4x12 マーシャルスタックアン
プのキャビネットをシミュレート
します。

3.	 プレイモードに戻るには、ダイレクトキーを
押して消灯させてください。

あらかじめバンク／パッチのみを選択しておき、確定操作を行ったときに初めてパッチが切り替わる“プリセレク
トモード”について説明します。ライブ演奏時に、離れた位置に保存されたパッチに直接移動したいときに便利
です。

NOTE

シミュレートする
キャビネットの種類

パッチ全体の音量DRIVE モジュール
の歪みの深さ

現在のパッチ 次に呼び出すパッチ

HINT

HINT
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コントロール先／可変範囲を設定する

1.	 エクスプレッションペダルを使うパッチを選
んでください。

G2Nuの場合は、コントロール入力端子にオプション
の外付けエクスプレッションペダル（FP01 ／
FP02）を接続しておきます。

2.	 モジュールノブを“TOTAL”に合わせ、
エフェクトタイプ [▼ ] ／ [ ▲ ]キーを使っ
て“RTM”を選んでください。

3.	 パラメーターノブ1を回して、エクスプレ
ッションペダルのコントロール先を選んでく
ださい。
なお、G2.1Nuではペダルアサインキーを押
してコントロール先を選ぶことも可能です。コ
ントロール先は、LEDで確認できます。

ディスプレイ	
表示

LED横の文字
（G2.1Nuのみ） コントロール先

OFF 消灯 無効

VOLUME VOLUME ボリューム

EFX EFX EFXモジュール

DRIVE DRIVE DRIVEモジュール

MOD MODULATION MODULATION モジュール

DELAY DELAY DELAYモジュール

REVERB REVERB REVERBモジュール

・	エクスプレッションペダルで操作可能なエフェク
トタイプ／パラメーターは、 「エフェクトタイプと
パラメーター」（→ P33〜 48）に、ペダルア
イコンを表示しています。

・	“VOLUME”を指定した場合は、マスターレ
ベルやパッチレベルで設定した範囲を超えて音
量を大きくすることはできません。

・	“VOLUME”以外を選んだときは、内蔵エクス
プレッションペダルを止まるまで踏みこみ、さらに
深く踏み下げることで、コントロール先モジュー
ルのオン／オフを切り替えることができます。

・	コントロール先のモジュールが OFF の場合、
LED が点滅します。このとき、内蔵エクスプレ
ッションペダルを強く踏み込みこんでモジュール
をONにするか、他のコントロール先を選んで
ください。

4.	 パラメーターノブ2、3を使って、コント
ロールするパラメーターの可変範囲を設定
してください。
パラメーターノブ2で最小値（MIN）、パラメ
ーターノブ3で最大値（MAX）を設定します。
設定できる値の範囲は、手順3で選んだコン
トロール先に応じて異なります。

1.	 コントロール入力端子にフットスイッチ
（FS01）を接続してください。

2.	 USB ／グローバルキーを押して点灯させ
てください。
グローバルメニューが表示されます。

3.	 エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ]キーを使っ
て“FootSwitch”を選んでください。

4.	 パラメーターノブ1を回して、フットスイッ
チの機能を選んでください。

フットスイッチの機能は次の通りです。

BP/MT	 バイパス、ミュート状態への移行
を行います。

BANK UP	 フットスイッチを踏むたびに、1
つ上のバンクに切り替わります。

RHYTHM	 リズムモードのオン／オフを切り
替えます。

BPM TAP	 フットスイッチを繰り返し踏む間
隔に合わせて、リズムやルーパ
ー、エフェクトのテンポシンクに
使用するテンポを設定します。

DL TAP	 フットスイッチを繰り返し踏む間
隔に合わせて、DELAY モジュ
ールの Timeパラメーターを調
節します。

DL HOLD	 ホールドディレイのオン／オフ
を切り替えます。ホールドディレ
イとは、鳴らしたディレイ音を減
衰させずに繰り返す機能です（下
図参照）。

DL MUTE	 DELAYモジュールの入力のミュ
ートオン／オフを切り替えます。

DL TAP、DL HOLD、DL MUTEを利用するときは、
DELAYモジュールをオンにしておく必要があります。

5.	 設定が済んだらUSB／グローバルキーを
押して消灯させてください。

HINT 設定したフットスイッチの機能は、すべてのパッチで
共有します。また、設定内容は電源を切っても保持
されます。

フットスイッチを使う エクスプレッションペダルを使う

G2.1Nu の内蔵エクスプレッションペダル、またはオプションの外付けエクスプレッションペダル（FP01／
FP02）を使えば、ボリュームやエフェクトのパラメーターをリアルタイムにコントロールできます。

HINT

コントロール入力端子にオプションのフットスイッチを接続すれば、バンクの切り替えやエフェクトの操作などを
足元で行えます。

フットスイッチの機能

原音
ディレイ音

フットスイッチを踏む

【ホールドディレイ】

ホールド

もう一度踏む

HINT
可変範囲（最大値）

コントロール先選択 可変範囲（最小値）

NOTE

パラメーターの値

MAX > MINの場合

MAX

MIN

パラメーターの値

MAX ＜ MINの場合

MAX

MIN
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最小値を最大値より大きな値にすることも可
能です。この場合ペダルを踏み込んだときに
効果が最小になり、ペダルを踏み上げたとき
に効果が最大になります。

5.	 エクスプレッションペダルの設定が済んだ
ら、モジュールノブを“PLAY”に合わせ
てください。
プレイモードに戻ります。

エクスプレッションペダルの設定は、パッチを選び直
したときに失われます。必要ならば、パッチを保存し
てください（→P22）。

内蔵エクスプレッションペダルの調節
をする（G2.1Nu のみ）

G2.1Nu のエクスプレッションペダルは工場出荷時
に最適な状態に調整されていますが、必要に応じて
感度を再調節することも可能です。ペダルを踏ん
でもあまり効果がない場合や、軽く踏んだだけなの
に音量や音色が大きく変化してしまう場合は、次の
方法で再調節してください。

1.	 ペダルアサインキーを押しながら電源を入
れてください。

2.	 最も手前まで踏み上げて、ストア／スワッ
プキーを押してください。

ディスプレイが次のように変わります。

3.	 最も奥まで踏みこみ、足を放してからスト
ア／スワップキーを押してください。

調節が終わり、プレイモードで起動します。

“ERROR!”と表示される場合は、手順2に戻って調
節し直してください。

オーディオインターフェースとして利用する

動作環境は次の通りです。

■	対応OS
●	Windows XP SP2 以降
	 Windows Vista 以降
●	MacOS X（10.4.6 以降／ 10.5 以降／
10.6 以降）

■	量子化ビット数
16ビット

■	サンプリング周波数
32kHz ／ 44.1kHz ／ 48kHz

USBケーブルでパソコンと接続するだけで、オー
ディオデバイスとして認識されます。
Windows環境では、専用ASIOドライバーをイン
ストールすれば、低レイテンシーのオーディオ録音／
再生も可能です。

電源スイッチを“OFF”にしてUSB端子をパソコン
につなぐと、バスパワーで駆動します。

DAW ソフトウェアの録音／再生

入力端子に接続されたギターのサウンドをエフェク
トで加工し、DAW（デジタルオーディオワークステ
ーション）ソフトウェアのオーディオトラックに録音
できます（下図1）。
出力端子からは、DAWソフトウェアのオーディオト
ラックの再生音と、エフェクトを通過したギターの音
がミックスされて出力されます（下図2）。

必要ならば、パソコンを経由しないギター音をオフ
（ダイレクトモニターをオフ）にすることも可能です
（下図3）。詳しくは「ダイレクトモニター／録音レ
ベルを設定する」（→P30）をご参照ください。

録音／再生など詳しい操作方法は、DAWソフトウ
ェアのマニュアルをご参照ください。

・	 ダイレクトモニターを有効にしたまま使用する
とき、DAWソフトウェアのエコーバック機能
（録音時に入力信号をスルー出力する機能）
がある場合は、必ずオフに設定してください。
オンのままで録音すると、出力信号がフラン
ジャーのかかったような音色になります。

・	 DAWソフトウェアへの録音レベルを調節する
ことも可能です（→P30）。

HINT

図3： 再生時の信号の流れ②

図2： 再生時の信号の流れ①

[USB]
USB

G2Nu/G2.1Nu[INPUT]

[OUTPUT]

エフェクト
DAW

ソフトウェア

[USB]
USB

G2Nu/G2.1Nu[INPUT]

[OUTPUT]

エフェクト
DAW

ソフトウェア

図1： 録音時の信号の流れ

[USB]
USB

G2Nu/G2.1Nu
[INPUT]

[OUTPUT]

エフェクト

DAW
ソフトウェア

HINT

HINT

ペダルを踏み上げる

この部分が接触するように、
強く踏みます。

足を放すと、ペダルが少し
戻ります。

HINT

パラメーターの値

MAX > MINの場合

MAX

MIN

パラメーターの値

MAX ＜ MINの場合

MAX

MIN
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各種設定を変更する（グローバルメニュー）各種設定を変更する（グローバルメニュー）

グローバルメニューを表示させる

USB／グローバルキーを押して点灯させ、グロー
バルメニューを表示させます。

・	 グローバルパラメーター“FootSwitch”について
は「フットスイッチを使う」（→P26）をご参照くだ
さい。

・	 バイパス、ミュート、ルーパー起動時には、グロー
バルメニューには入れません。

マスターレベル／テンポ／チューナー
の基準ピッチを設定する

1.	 エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーで
“GLOBAL”を選び、パラメーターノブ1
〜3を回してください。
マスターレベル（パラメーターノブ1）、テンポ
（パラメーターノブ2）、チューナーの基準ピッ
チ（パラメーターノブ3）がそれぞれ変化し
ます。

マスターレベル チューナーの基準ピッチテンポ

HINT タップキーを使ってテンポを調節することも可能です
（→P17）。

2.	 設定が済んだらUSB／グローバルキーを
押して消灯させてください。

HINT チューナーの基準ピッチは、電源を切っても保持され
ます。

ダイレクトモニター／録音レベルを 
設定する

1.	 エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーで
“USB”を選び、パラメーターノブ 1、2 
を回してください。
ダイレクトモニターのオン／オフ（パラメータ
ーノブ1）、録音レベル（パラメーターノブ2）
がそれぞれ変化します。

ダイレクトモニターのオン／オフ 録音レベル

2.	 設定が済んだらUSB／グローバルキーを
押して消灯させてください。

HINT 録音レベルの設定は、電源を切っても保持されます。

ディスプレイのバックライト／コントラ
ストを設定する

1.	 エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーで
“DISPLAY”を選び、パラメーターノブ 1、
2 を回してください。
バックライト（パラメーターノブ1）、コントラ
スト（パラメーターノブ2）がそれぞれ変化し
ます。

バックライト コントラスト

2.	 設定が済んだらUSB／グローバルキーを
押して消灯させてください。

HINT バックライトとコントラストの設定は、電源を切っても
保持されます。

電池の種類を設定する

1.	 エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーで
“BATTERY”を選び、パラメーターノブ 1 
を回してください。
選択可能な電池の種類は次の通りです。

●ALKALINE
アルカリ電池またはオキシライド電池を使
用するときに選択します。

●Ni-MH
充電して再利用するニッケル水素蓄電池を
使用するときに選択します。

電池の種類

NOTE 電池の残量表示を正確にするために、使用する電池
の種類を正しく設定してください。

2.	 設定が済んだらUSB／グローバルキーを
押して消灯させてください。

HINT 電池の種類は、電源を切っても保持されます。

現在のバージョンを確認する

1.	 エフェクトタイプ [ ▼ ] ／ [ ▲ ] キーで
“VERSION”を選んでください。
ディスプレイが次のように変化します。

2.	 確認が済んだらUSB／グローバルキーを
押して消灯させてください。

HINT バージョンアップの方法については次のページをご参
照ください。

現在のバージョン情報

HINT

グローバルメニューには、マスターレベル、ディスプレイ、USB関連の設定などがあります。グローバルパラ
メーターで行う設定は、すべてのパッチで共有されます。
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バージョンアップの方法について エフェクトタイプとパラメーター

1.	 ZOOM の Web サイト（http://www.
zoom.co.jp/）から、バージョンアップ用
のアプリケーションをダウンロードしてくだ
さい。
バージョンアップは、パソコンから行います。

HINT 現在のバージョンを確認する方法については、前ペ
ージをご参照ください。

2.	 電源スイッチが“OFF”に設定されている
ことを確認し、[ ▼ ] ／ [ ▲ ]フットスイッ
チの両方を踏みながら、USBケーブルで
パソコンに接続してください。

パソコンとの接続が正しく行われると、ディス
プレイが次のようになります。

3.	 パソコンでバージョンアップ用のアプリケー
ションを起動し、バージョンアップの操作を
行ってください。
アプリケーションの操作については、ZOOM
のWebサイトをご参照ください。
バージョンアップが完了すると、“Please 
Restart”と表示されます。

NOTE バージョンアップ中はUSBケーブルを抜かないでく
ださい。

4.	 バージョンアップが完了したら、USBケー
ブルを抜いて電源を切ってください。
通常と同じ手順で電源を入れ直せば、最新の
バージョンで使用できます。

USBケーブル

パソコン

DELAY（ディレイ）モジュール

ホールド機能が利用可能なディレイモジュールです。

Delay（ディレイ）

最長5000mSのロングディレイに対応したディレイです。

Echo（エコー）

最長5000mSのロングディレイに対応した、テープエコーのシミュレーションです。

上記4種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1～5000

F.B
（フィードバック） 0～100

Mix（ミックス）
0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

タップ
　　　が表記されているパラメータは、タップキーを使って設定することもできます。エディットモード
で対応するモジュール／エフェクトタイプが選ばれているときに、タップキーを繰り返し叩くことで、そ
の間隔に合わせてパラメーター（変調の周期やディレイタイムなど）が設定されます。

テンポシンク
音符のマーク（　 ）が表記されているパラメータは、グローバルメニュー（→P30）で設定したテンポ
に、音符単位で同期させることもできます。例えば、DELAYモジュールのTimeパラメーターを8分音符
のマークに設定した場合、ディレイタイムが現在のテンポの8分音符に相当する長さになります。

エクスプレッションペダル
ペダルアイコン（　　　）が表記されているパラメータは、エクスプレッションペダルでコントロールでき
ます。エクスプレッションペダルのコントロール先として該当するモジュールを指定しておけば（→
P27）、そのパッチを選んだときにエクスプレッションペダルでリアルタイムコントロールできます。な
お、G2Nuでは別途外付けエクスプレッションペダル（FP01／FP02）が必要です。

ディレイタップ／ホールドディレイ／ディレイミュート
　　　　　　、　　　、　　　が表記されているエフェクトタイプは、それぞれフットスイッチを使って
“ディレイタイムの指定”（DELAY TAP）、“ホールドディレイ機能のオン／オフ切り替え”（HOLD）、
“DELAYモジュールの入力のミュートオン／オフ切り替え”（MUTE）ができます。
これらの機能を利用するには、フットスイッチを接続して機能を指定し（→P26）、さらに対応するエフェク
トタイプを有効にしておく必要があります。

モジュール名

パラメーター1～3
パラメーターノブ1～3で操作可能な
エフェクトパラメーターと、その設定
値の範囲を表します。

モジュールノブ
モジュールを呼び出す
位置を表します。

エフェクトタイプ名
モジュールがオンのと
きにエフェクトタイプ
[▼]／[▲]キーを押し
て選択します。

※表中のメーカー名、製品名は、各社の商標または登録商標です。これらの名称は、
音色の傾向を説明する目的で使われているもので、株式会社ズームとは無関係です。
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エフェクトタイプとパラメーター

ZOOM G2Nu/G2.1Nu

EFX（エフェクト）モジュール

ワウ／フィルター系エフェクト、リングモジューレーターやオクターブなどの特殊エフェク
トを含むモジュールです。

AutoWah（オートワウ）

ピッキングの強弱に応じてワウ効果がかかるエフェクトです。

Resonance（レゾナンス）

ピッキングの強弱に応じてレゾナンスフィルターの周波数が動くエフェクトです。

上記2種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1 PARM2 PARM3

Sense	
（センス）

 －10～−1,	
1 ～ 10

Reso	
（レゾナンス） 0～10 Level（レベル） 2～100

効果の感度を設定します。マイナ
スの値に設定した場合はフィルター
の動きが下向きになります。

クセの強さを設定します。 モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

Booster（ブースター）

信号のゲインを上げて迫力あるサウンドを作るブースターです。

PARM1 PARM2 PARM3

Range（レンジ） 1～5 Tone（トーン） 0～10 Level	
（レベル） 2～100

ブーストする周波数帯域を選びま
す。

音質を調節します。 モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

Tremolo（トレモロ）

音量を周期的に上下させるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100
Rate（レイト）

0～50
Wave	
（ウェーブ）

UP 0～ 9, 
DWN 0～ 9, 
TRI 0 ～ 9

変調の深さを調節します。 変調の速さを調節します。 変調用の波形をUP（上昇ノコギリ
波）、DWN（下降ノコギリ波）、TRI
（三角波）の中から選びます。数値
が大きいほど波形の先端がクリップ
して、効果が強調されます。

COMP（コンプレッサー）モジュール

高いレベルの信号を抑え、低いレベルの信号を底上げするモジュールです。

COMP（コンプレッサー）

MXR Dynacomp風のコンプレッサーです。

PARM1 PARM2 PARM3

Sense（センス） 0 ～ 10 ATTCK	
（アタック） Slow, Fast Level（レベル） 2～100

コンプレッサーの感度を設定しま
す。値が大きいほど感度が高くなり
ます。

コンプレッサーの立ち上がり速度を
Slow（低速）またはFast（高速）
から選びます。

モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

RackComp（ラックコンプ）

COMPよりも細かい調節の可能なコンプレッサーです。

PARM1 PARM2 PARM3

THRSH
（スレッショルド） 0～50 Ratio（レシオ） 1～10 Level（レベル） 2～100

コンプレッサーが動作する基準レベ
ルを設定します。

コンプレッサーによる圧縮の比率を
調節します。

モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

M Comp（M コンプ）

自然なかかり具合のコンプレッサーです。

PARM1 PARM2 PARM3

THRSH	
（スレッショルド） 0～50 Ratio（レシオ） 1～10 Level（レベル） 2～100

コンプレッサーが動作する基準レベ
ルを設定します。

コンプレッサーによる圧縮の比率を
調節します。

モジュール通過後のレベルを調節し
ます。
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エフェクトタイプとパラメーター

ZOOM G2Nu/G2.1Nu

ZNR（ズームノイズリダクション）モジュール

無演奏時のノイズをカットするモジュールです。

ZNR（ズームノイズリダクション）

音色を損なわずに無演奏時のノイズを抑えるズーム独自のノイズリダクションです。

NoiseGate（ノイズゲート）

無演奏時に信号をカットするノイズゲートです。

DirtyGate（ダーティゲート）

ゲートの閉じ方が特徴的なビンテージ風のゲートです。

上記3種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1

THRSH	
（スレッショルド） 1～16

感度を設定します。音の消え際が
不自然にならない範囲で、最もノイ
ズが少なくなる値に設定します。

RingMod（リングモジューレーター）

金属的なサウンドを作り出すエフェクトです。Freqパラメーターの設定で音色がガラリと変わります。

PARM1 PARM2 PARM3

Freq	
（フリケンシー） 1～50 Tone（トーン） 0～10 Bal（バランス） 0～100

変調に使用する周波数を設定しま
す。

音質を調節します。 原音とエフェクト音のバランスを調
節します。

SlowATTCK（スローアタック）

いわゆるバイオリン奏法のように、1音1音の立ち上がりをゆるやかにするエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Time	
（タイム）

1～50 Curve（カーブ） 0～10 Level（レベル） 2～100

立ち上がりにかかる時間を調節しま
す。

立ち上がりの音量変化カーブを設
定します。

モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

Octave（オクターブ）

原音に1オクターブ下のエフェクト音を加える効果です。

PARM1 PARM2 PARM3

Tone（トーン） 0～10
OctLV（オクター
ブレベル） 0 ～ 100 DryLV	

（ドライレベル） 0～100

エフェクト音の音質を調節します。 エフェクト音の音量を調節します。 原音の音量を調節します ｡

PedalVox（ペダル VOX）

VOX製のビンテージペダルワウのシミュレーションです。

PedalCry（ペダル CRY）

ビンテージペダルワウCRYBABYのシミュレーションです。

上記2種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1 PARM2 PARM3

Freq	
（フリケンシー） 1～50 DryMX	

（ドライミックス） 0～10 Level（レベル） 2～100

強調する周波数を設定します。エク
スプレッションペダルを使わない場
合は、ペダルを半開きにした効果
が得られます。

原音のミックス量を調節します。 モジュール通過後のレベルを調節し
ます。
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エフェクトタイプとパラメーター

ZOOM G2Nu/G2.1Nu

DRIVE（ドライブ）モジュール

29種類の歪みとアコースティックシミュレーターが選べるモジュールです。

FD Combo（FD コンボ） VX Combo（VX コンボ） US Blues（US ブルース）

さまざまなジャンルのギタリ	
ストに愛される FENDER Twin 
Reverb（'65）のモデリングサウ
ンドです。

A 級動作のコンボアンプ VOX 
AC30のモデリングサウンドです。

FENDER Tweed BASSMANの
クランチサウンドです。

BG Crunch（BG クランチ） HW Stack（HW スタック） MS Crunch（MS クランチ）

MESA BOOGIE のコンボアンプ
MkIII のクランチサウンドです。

イギリスの伝統的なオールチューブ
アンプHIWATT custom100の
モデリングです。

数 々 の 伝 説 を 生 み 出 し た
MARSHALL1959 のクランチサ
ウンドです。

MS Drive（MS ドライブ） PV Drive（PV ドライブ） DZ Drive（DZ ドライブ）

MARSHALL のスタックアンプ
JCM2000のハイゲインサウンド
です。

世界的なハードロックギタリストと
共同開発されたPEAVEY5150
のハイゲインサウンドです。

独立3チャンネルのコントロールが
可能な、ドイツのハンドメイドギタ
ーアンプDIEZEL Herbert のチャ
ンネル3を使ったハイゲインサウン
ドです。

BG Drive（BG ドライブ） OverDrive
（オーバードライブ）

T Scream
（チューブスクリーム）

MESA BOOGIE DualRectifier
のレッドチャンネル（Vintageモー
ド）を使ったハイゲインサウンドで
す。

世界ではじめて“オーバードライブ”
の名を冠したコンパクトエフェクタ
ー BOSS OD-1 のモデリングで
す。

多くのギタリストがブースターとし
て愛用し、さまざまなクローンモデ
ルを生んだ IBANEZ　TS808の
モデリングです。

Governor（ガバナー） Dist +
（ディストーションプラス） Dist 1（ディストーション 1）

MARSHALL の歪み系エフェク	
ターGuv'nor のモデリングです。

世界中にディストーションの名を広
めたエフェクターMXR distortion 
+ のモデリングです。

超ロングセラーとなったBOSSの
ディストーションDS-1 のモデリン
グです。

Squeak（スクィーク） FuzzSmile（ファズスマイル） GreatMuff（グレートマフ）

エッジの効いたディストーションサ
ウンドで人気があるPROCO RAT
のモデリングです。

ユーモラスなパネルデザインと破
壊的なサウンドでロックの歴史に名
を刻んだFUZZ　FACEのモデリ
ングです。

太くて甘いファズサウンドが世界中
の有名アーティストから愛された、
E L E C T R O  H A R M O N I X 
BigMuff のモデリングです。

MetalWRLD
（メタルワールド） HotBox（ホットボックス） Z Clean（Z クリーン）

ロングサスティンと迫力ある中低音
が特徴のBOSS METAL ZONE
のモデリングです。

真空管を内蔵したコンパクトプリア
ンプMATCHLESS HOT BOX
のモデリングです。

ズームオリジナルのクセのないクリ
ーンサウンドです。

Z Wild（Z ワイルド） Z MP1 Z Bottom（Z ボトム）

オーバードライブをさらにブースト
したハイゲインサウンドです。

ADA MP1 と MARSHALL 
JCM800 の組み合わせを元に作
成したオリジナルサウンドです。

低域と中域を強調したハイゲインサ
ウンドです。

Z Dream（Ｚ ドリーム） Z Scream（Z スクリーム） Z Neos（Z ネオス）

MESA BOOGIE Road King 
SERIES II の Leadチャンネルを
元に仕上げたリード向けハイゲイン
サウンドです。

低域から高域までバランスのとれた
オリジナルハイゲインサウンドで
す。

モディファイされたVOX AC30
の音をモデリングしたクランチサウ
ンドです。

Lead（リード） ExtremeDS
（エクストリーム DS）

明るい音色で滑らかな歪みが特徴
のディストーションサウンドです。

歪みエフェクトとして世界最強のゲ
インを誇るハイゲインサウンドで
す。

上記29種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1 PARM2 PARM3

Gain( ゲイン）
0～100 Tone（トーン） 0～30 Level（レベル） 1～100

ゲイン（歪みの深さ）を調節します。 音質を調節します。 モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

Aco.Sim（アコースティックシミュレーター）

エレクトリックギターの音色をアコースティックギター風に変えるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Top（トップ）
0～10 Body（ボディ） 0～10 Level（レベル） 1～100

アコースティックギター特有の弦の
響きを調節します。

アコースティックギター特有の胴の
響きを調節します。

モジュール通過後のレベルを調節し
ます。
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EQUALIZER（イコライザー）モジュール（中低音域）

6バンドのイコライザーです。モジュールノブを“EQ Lo”に合わせたときは、中低音
域の3バンドが調節できます。

EQ LOW（EQ ロー）

イコライザーの中低音域を調節します。

PARM1 PARM2 PARM3

160Hz  −12～+12 400Hz  −12～+12 800Hz  −12～+12

低音域（160Hz）のブースト／カ
ット量を調節します。

中低音域（400Hz）のブースト／
カット量を調節します。

中音域（800Hz）のブースト／カ
ット量を調節します。

EQUALIZER（イコライザー）モジュール（高音域）

6バンドのイコライザーです。モジュールノブを“EQ Hi”に合わせたときは、高音域
の3バンドが調節できます。

EQ HIGH（EQ ハイ）

イコライザーの高音域を調節します。

PARM1 PARM2 PARM3

3.2kHz  −12～+12 6.4kHz  −12～+12 12kHz  −12～+12

高音域（3.2kHz）のブースト／カ
ット量を調節します。

超高音域（6.4kHz）のブースト／
カット量を調節します。

倍音域（12kHz）のブースト／カ
ット量を調節します。

MODULATION（モジュレーション）モジュール

コーラス、ピッチシフター、ディレイ、エコーなど、変調系／ディレイ系エフェクトを含
むモジュールです。

Chorus（コーラス）

原音にピッチを揺らしたエフェクト音をミックスし、揺れや厚みを加えるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100 Rate（レイト） 1～50
Mix（ミックス）

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

VintageCE（ビンテージ CE）

BOSS CE-1 のモデリングです。

PARM1 PARM2 PARM3

Comp（コンプ） 0～9 Rate（レイト） 1～50
Mix（ミックス）

0～100

コンプレッサーの感度を設定しま
す。

変調の速さを設定します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

StereoCho（ステレオコーラス）

クリアな音質のステレオコーラスです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100 Rate（レイト） 1～50
Mix（ミックス）

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

Ensemble（アンサンブル）

立体的な動きが特徴のコーラスアンサンブルです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100 Rate（レイト） 1～50
Mix（ミックス）

0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。
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Phaser（フェイザー）

音にシュワシュワした揺らぎを加えるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Rate（レイト）
0～50 Color（カラー） 4 STG, 8 STG, 

inv 4, inv 8 Level（レベル） 2～100

変調の速さを設定します。 音色のエフェクトタイプを選択しま
す。4 段（4 STG）、8 段（8 
STG）に加え、逆相の4段（inv 4）、
8段（inv 8）から設定します。

モジュール通過後のレベルを調節し
ます。

Flanger（フランジャー）

音に揺れと強烈なうねりを加えるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100
Rate（レイト）

0～50
Reso	
（レゾナンス）  －10～10

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 変調のクセの強さを設定します。

DynaFLNGR（ダイナミックフランジャー）

入力信号のレベルに応じてエフェクト音の音量が変化するダイナミックフランジャーです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100
Rate（レイト）

0～50 Sense（センス） －10～−1,
1～ 10

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 効果の感度を調節します。入力信
号が大きいほど、プラスの値では
エフェクト音のレベルが上がり、マ
イナスの値では下がります。

Vibrato（ビブラート）

自動的にビブラートのかかるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100
Rate（レイト）

0～50 Bal（バランス） 0～100

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 原音とエフェクト音のバランスを調
節します。

Step（ステップ）

音色が階段状に変化する特殊エフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Depth（デプス） 0～100
Rate（レイト）

0～50
Reso	
（レゾナンス） 0～10

変調の深さを設定します。 変調の速さを設定します。 変調のクセの強さを設定します。

Cry（クライ）

音色がトーキングモジュレーター風に変化するエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Range(レンジ） 1～10
Reso
（レゾナンス） 0～10 Sense（センス）  －10～－1, 

1 ～ 10

効果のかかる周波数帯域を調節し
ます。

変調のクセの強さを設定します。 効果の感度を調節します。

Detune（デチューン）

わずかにピッチシフトさせたエフェクト音と原音をミックスさせることで、変調感の少ないコーラス効果が得られるエ
フェクトタイプです。

PARM1 PARM2 PARM3

Cent（セント）  −50～50 PreD	
（プリディレイ） 0～50

Mix（ミックス）
0～100

デチューン量をセント（1/100半
音）単位で微調節します。

エフェクト音のプリディレイタイムを
設定します。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

PitchSHFT（ピッチシフター）

ピッチを上下にシフトさせるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Shift（シフト）  －12～－1, dt, 
1 ～ 12, 24 Tone（トーン） 0～10

Bal（バランス）
0～100

ピッチシフト量を半音単位で設定し
ます。“dt”に設定するとデチュー
ン効果が得られます。

音質を調節します。 原音とエフェクト音のバランスを調
節します。
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MonoPitch（モノピッチ）

モノフォニック（単音弾き）専用の音揺れの少ないピッチシフターです。

PARM1 PARM2 PARM3

Shift（シフト）  －12～－1, dt, 
1 ～ 12, 24 Tone（トーン） 0～10

Bal（バランス）
0～100

ピッチシフト量を半音単位で設定し
ます。“dt”に設定するとデチュー
ン効果が得られます。

音質を調節します。 原音とエフェクト音のバランスを調
節します。

HPS（ハーモナイズドピッチシフター）

設定されたキーやスケールに応じてピッチをシフトしたエフェクト音を出力する、インテリジェントなピッチシフター
です。

PARM1 PARM2 PARM3

Scale
（スケール）  －6～6 Key（キー） C～Ｂ

Mix（ミックス）
0～100

原音に加えるピッチシフト音の音程
を指定します（別表1を参照）

ピッチシフトに使用するスケールの
トニック（主音）を指定します。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

【別表1】	 	 	 	 	 	 	 	 	
設定値 使用するスケール 度数 設定値 使用するスケール 度数
−6

メジャースケール

6度下 3

メジャースケール

3度上
−5 5度下 4 4度上
−4 4度下 5 5度上
−3 3度下 6 6度上
−m

マイナースケール
3度下

m 3度上

PDL Pitch（ペダルピッチ）

エクスプレッションペダルを使ってピッチをリアルタイムに変化させるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Color（カラー） 1～9 Tone（トーン） 0～10
Bend（ベンド）

0～100

エクスプレッションペダルによるピッ
チ変化のエフェクトタイプを選択し
ます（別表2を参照）。

音質を調節します。 ピッチシフト量を設定します。
Color の設定によっては、原音とエ
フェクト音のバランスも同時に変化
します。

【別表2】	

1

2

3

4

5

0cent

0cent

0cent

0cent

0cent

＋1オクターブ

＋2オクターブ

－100cent

－2オクターブ

－∞

ペダル最大値ペダル最小値Color

6

7

8

9

－1オクターブ ＋ 原音

－700cent ＋ 原音

ダブリング

－∞(0Hz) ＋ 原音

＋1オクターブ ＋ 原音

＋500cent ＋ 原音

デチューン ＋ 原音

＋1オクターブ ＋ 原音

ペダル最大値ペダル最小値Color

CombFLTR（コムフィルター）

フランジャーの変調を固定することで生じるクシ型フィルターをイコライザー的に利用するエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Freq	
（フリケンシー）  1～50 Reso	

（レゾナンス） −10～10 Mix（ミックス） 0～100

強調する周波数を設定します。 効果のクセの強さを設定します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

Ａir（エアー）

部屋鳴りの空気感を再現し、空間的な奥行きを与えます。

PARM1 PARM2 PARM3

Size（サイズ） 1～100 Tone（トーン） 0～10
Mix（ミックス）

0～100

空間の広さを設定します。 音質を調節します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

Delay（ディレイ）

ディレイタイムが最長2000mSのディレイです。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1～2000mS

F.B	
（フィードバック） 0～100

Mix（ミックス）
0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節します。値
が大きいほど、ディレイ音の繰り返
し回数が多くなります。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

TapeEcho（テープエコー）

テープエコーの効果をシミュレートしたエフェクトです。"Time" パラメータを変化させると、エコー音のピッチが変
化します。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1〜1200mS

F.B	
（フィードバック） 0～100 Mix（ミックス） 0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節します。値
が大きいほど、ディレイ音の繰り返
し回数が多くなります。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。
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ModDelay（モジュレーションディレイ）

モジュレーション効果を使用することのできるディレイエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1～2000mS

F.B	
（フィードバック） 0～100

Mix（ミックス）
0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節します。値
が大きいほど、ディレイ音の繰り返
し回数が多くなります。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

DynaDelay( ダイナミックディレイ）

入力信号のレベルに応じてエフェクト音の音量が変化するダイナミックディレイです。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1～2000mS Sense（センス）  －10～－1, 

1 ～ 10
Mix（ミックス）

0～100

ディレイタイムを設定します。 効果の感度を調節します。プラス
の値では入力信号が大きいほどエ
フェクト音のレベルが上がり、マイ
ナスの値では下がります。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

DELAY（ディレイ）モジュール

ホールド機能が利用可能なディレイモジュールです。

Delay（ディレイ）

最長5000mSのロングディレイに対応したディレイです。

Echo（エコー）

最長5000mSのロングディレイに対応した、テープエコーのシミュレーションです。

AnalogDLY（アナログディレイ）

最長5000mSのロングディレイに対応した、暖かみのあるアナログディレイのシミュレーションです。

PingPongD（ピンポンディレイ）

左右の出力からディレイ音が交互に出力されるピンポンディレイです。

上記4種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1～5000mS

F.B
（フィードバック） 0～100

Mix（ミックス）
0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

ReverseDL（リバースディレイ）

最長2500mSのロングディレイに対応した、リバースディレイです。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム） 10～
2500mS

F.B
（フィードバック） 0～100

Bal（バランス）
0～100

ディレイタイムを設定します。 フィードバック量を調節します。 原音とエフェクト音のバランスを調
節します。

REVERB（リバーブ）モジュール

各種のリバーブ、アーリーリフレクション、マルチタップディレイなどを集めたモジュー
ルです。

Hall（ホール）

コンサートホールの残響をシミュレートしたリバーブです。

Room（ルーム）

部屋の残響をシミュレートしたリバーブです。

Spring（スプリング）

スプリングリバーブのシミュレーションです。

Arena（アリーナ）

アリーナ級の大会場の残響です。

TiledRoom（タイルドルーム）

タイル貼りの部屋の残響です。

上記5種類のエフェクトタイプは、パラメーターが共通です。

PARM1 PARM2 PARM3

Decay
（ディケイ） 1～30 Tone（トーン） 0～10

Mix（ミックス）
0～100

残響の長さを設定します。 音質を調節します。 原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

EarlyRef（アーリーリフレクション）

リバーブに含まれる初期反射音のみを取り出したエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Decay
（ディケイ） 1～30 Shape

（シェイプ） −10～10
Mix（ミックス）

0～100

残響の長さを設定します。 エフェクト音のエンベロープを設定し
ます。マイナスの値では逆回転の効果、
0ではゲートリバーブ、プラスの値で
は減衰型のエベロープとなります。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。
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故障かな？と思う前に
MultiTapD（マルチタップディレイ）

ディレイタイムの異なる複数系統のディレイ音が得られるエフェクトです。

PARM1 PARM2 PARM3

Time（タイム）
1～3000mS

PTTRN	
（パターン） 1～8

Mix（ミックス）
0～100

基準となるディレイタイムを設定し
ます。

タップ同士のディレイタイムの組み
合わせパターンを選びます。リズミ
カルなパターンからランダムなパタ
ーンまで選択できます。

原音に対するエフェクト音のミック
ス量を調節します。

TOTAL（トータル）モジュール

パッチ全体に関するパラメーターを設定します。

PatchLvl（パッチレベル）

パッチ固有の音量を設定します。

PARM1

P-LVL
（パッチレベル） 2～100

パッチ全体の音量を指定します。

RTM（リアルタイムモジュレーション）

エクスプレッションペダルのコントロール先を設定します（→P27）。

PARM1 PARM2 PARM3

DEST（コントロール先） MIN（最小値） MAX（最大値）

エクスプレッションペダルのコントロ
ール先を設定します。

ペダルを踏み上げたときに、パラメ
ーターが到達する値を指定します。

ペダルを踏み込んだときに、パラメ
ーターが到達する値を指定します。

PatchName（パッチ名）

パッチ固有の名前を付けます（→P20）。

●	電源が入らない
・	電源スイッチが“ON”になっていることを確
認してください。バスパワーで駆動するとき
は“OFF”に設定してからUSB ケーブルを
接続します。

・	電池駆動時は、電池の残量を確認してくだ
さい。

●	音が出ない、非常に小さい
・	接続を確認してください（→ P4〜7）

・	パッチレベルを調節してください（→ P20）

・	マスターレベルを調節してください（→ P30）

・	エクスプレッションペダルで音量の調節を
行っている場合は、適切な音量になるように
ペダルの位置を調節してください。

・	本機がミュート状態になっていないことを確
認してください（→ P10）

・	スタンバイ（→ P5、7）に切り替わっていま
せんか？スタンバイ中は、オーディオの入出
力が行われません。

●	ノイズが多い
・	ご使用のシールドケーブルが正常であること
を確認してください。

・	ZOOM 純正の ACアダプターを使用してく
ださい。

・	ZNR モジュールの設定を調節し直してくだ
さい。

●	パッチが切り替わらない
パッチの呼び出し方として“プリセレクトモー
ド”（→ P25）を選んでいませんか？電源を入
れ直して通常の方式に戻してください。

●	音が変に歪む／クセの強い音色になる
・	DRIVE モジュールの Gain、Level の各パラ
メーターを調節し直してください。

・	ダイレクトモード（→ P24）に切り替わって

いませんか？ダイレクトモードでは、スピー
カーキャビネットの鳴りがシミュレートされ
ます。

●	リバーブエフェクトがかからない
リズムモードでは、REVERBモジュールが無
効となります。リズムを止めてリズムモードか
ら出てください（→ P17）。

●	ディレイエフェクトがかからない
ルーパーを起動している間は、DELAY モ
ジュールが無効となります。ルーパーを終了し
てください（→ P15）。

●エクスプレッションペダルがうまく動作しない
・	エクスプレッションペダルの設定を確認して
ください（→ P27）。

・	エクスプレッションペダルを調節し直してく
ださい（→ P28）。

●	DAWに録音したレベルが小さい
録音レベルの設定値を確認してください
（→ P30）。

●	電池の消耗が早い
・	マンガン電池を使用していませんか？連続使
用可能時間は、アルカリ電池で6.5時間です。

・	電池の設定を確認してください（→ P31）。
電池の残量表示をより正確に行うには、使用
している電池に設定を合わせる必要がありま
す。
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仕 様 リズムリスト

エフェクトタイプ：	 83タイプ

エフェクトモジュール同時使用：	 8 モジュール

パッチユーザーエリア：	 10 パッチ×10バンク

プリセットエリア：	 10 パッチ×10バンク

サンプリング周波数：	 96kHz

A/D 変換：	 24 ビット 64倍オーバーサンプリング

D/A 変換：	 24 ビット 64倍オーバーサンプリング

信号処理：	 32ビット

周波数特性：	 20Hz～ 40kHz＋1dB－3dB（10k Ω負荷時）

ディスプレイ：	 LCD

入力：	 標準モノラルフォーンジャック

定格入力レベル：	 －20dBm

入力インピーダンス：	 1MΩ

出力：	 標準ステレオフォーンジャック（ライン／ヘッドフォン兼用）

最大出力レベル：	 ライン	 ＋ 5ｄBm（出力負荷インピーダンス10k Ω以上時）

	 フォーン	 20mW＋20mW （負荷 32Ω時）

コントロール入力：	 FP02 ／ FS01 入力

S/N（入力換算ノイズ）：	 120dB

ノイズフロアー（残留ノイズ）：	 −100dBm

電源	

　　AC アダプター：	 DC9Vセンターマイナス、500mA（ズーム AD－16）

　　電池：	 単三乾電池 4 本連続駆動時間 6.5 時間（アルカリ電池使用時）

	 　　*BACK LIGHT 設定 LOW

　　USB：	 Bus パワー

外形寸法：	 G2Nu	 166mm（D）×160mm（W）×64mm（H）

	 G2.1Nu	 169mm（D）×260mm（W）×67mm（H）

重量：	 G2Nu	 800g（電池含まず）

	 G2.1Nu	 1300g（電池含まず）

オプション：	 エクスプレッションペダル FP02 ／フットスイッチ FS01

*0dBm＝0.775Vrms

# PatternName TimSig # PatternName TimSig

1 8Beat1 4/4 21 Pop3 4/4

2 8Beat2 4/4 22 Dance1 4/4

3 8Beat3 4/4 23 Dance2 4/4

4 8SHFFL 4/4 24 Dance3 4/4

5 16Beat1 4/4 25 Dance4 4/4

6 16Beat2 4/4 26 3Per4 3/4

7 16SHFFL 4/4 27 6Per8 3/4

8 Rock 4/4 28 5Per4_1 5/4

9 Hard 4/4 29 5Per4_2 5/4

10 Metal1 4/4 30 Latin 4/4

11 Metal2 4/4 31 Ballad1 4/4

12 Thrash 4/4 32 Ballad2 3/4

13 Punk 4/4 33 Blues1 4/4

14 DnB 4/4 34 Blues2 3/4

15 Funk1 4/4 35 Jazz1 4/4

16 Funk2 4/4 36 Jazz2 3/4

17 Hiphop 4/4 37 Metro3 3/4

18 R'nR 4/4 38 Metro4 4/4

19 Pop1 4/4 39 Metro5 5/4

20 Pop2 4/4 40 Metro
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Cubase LE 4のインストール 接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

 

Windows Vista／XPCubase LE 4のインストール 接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

 

Cubase LE 4のインストール MacOS X接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

Windows Vista（またはXP）が動作するパソコンに本製品を
接続し、オーディオの入出力ができるようにします。なお、イ
ンストール時の操作は、Windows Vistaを例に説明します。

最新のASIOドライバーを、株式会社ズームのホームペー
ジ（http://www.zoom.co.jp）からダウンロードし、パソ
コンにインストールしてください。
ASIOドライバーは、本製品をCubase LE 4のオーディオ入出力と
して使用するために必要なソフトウェアです。ダウンロード時に付
属するread_meファイルを参考に、正しくインストールしてくださ
い。 

NOTE
本製品のシステムが古いと、パソコン側から認識できない場合があります。
このため、本製品は常に最新のシステムソフトウェアに更新しておくことを
お勧めします。最新のシステムソフトウェアは、当社ホームページからダウ
ンロードできます。

本製品に付属するDVD-ROM“Cubase LE 4”をパソコ
ンのドライブに挿入し、インストールを行ってください。

DVD-ROMを挿入すると、操作を尋ねる画面が表示されますので、
“フォルダを開いてファイルを表示”を選んでください。
DVD-ROMの内容が表示されたら、Cubase LE 4 for Windows
フォルダをダブルクリックして開き、実行ファイル“Setup”
（“Setup.exe”）をダブルクリックしてインストールを行います。 

HINT
DVD-ROMを挿入しても何も起きない場合は、“スタート”メニューから“コ
ンピュータ”（XPでは“マイコンピュータ”）を選び、表示される“Cubase
LE 4”DVD-ROMのアイコンをダブルクリックして開き、DVD-ROMの内
容を表示させてください。 

NOTE
Cubase LE 4のインストール終了後に、アクティベーション（ソフトウェ
アライセンスの認証）の管理を行うソフトウェアのインストールを促す画面
が表示されます。このソフトウェアは、Cubase LE 4の製品登録に必要な
ので、続けてインストールしてください。

本製品とパソコンをUSBケーブルを使って接続してくださ
い。 

NOTE
・ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅
延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターし
てください。

・ 本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりす
ることがあります。このような場合は、ACアダプターまたは乾電池での
ご利用をお勧めします。

・ USBケーブルは、高品位でなるべく短いものをお使いください。本製品
をUSBバス電源で駆動する場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

HINT
USB接続を解除するのに、特別な操作は不要です。コンピューターに接続
されたUSBケーブルを抜いてください。

Windows Vistaが動作するパソコンに初めて本製品を接続したと
きは、“デバイスを使用する準備ができました”のメッセージが表示
されるまで、しばらくお待ちください。

コントロールパネルの“サウンド”ウィンドウを表示させ
て、パソコンの入出力デバイスの設定を行ってください。

“サウンド”ウィンドウを表示させるには、まずスタートメニューか
ら“コントロールパネル”を選び、次に表示されたウィンドウで“ハー
ドウェアとサウンド”→“サウンド”の順にクリックします。

サウンドウィンドウでは、再生／録音デバイスに“USB Aud io
CODEC”が表示され、チェックが入っていることを確認します（再
生／録音の表示はウィンドウ上部のタブで切り替えます）。
チェックが入っていない場合は、デバイスを表すアイコンを右クリッ
クして、表示されるメニューの“既定のデバイスとして設定”にチェッ
クを入れます。

Cubase LE 4を起動し、“デバイス”メニューから“デバ
イス設定...”を選び、デバイスの列で“VSTオーディオシ
ステム”をクリックしてください。
Cubase LE 4を起動するには、デスクトップ上に作成された
Cubase LE 4のショートカットアイコンをダブルクリックします。
起動後は、デバイス設定ウィンドウの右部で、ASIOドライバとし
て“ZOOM ASIO Driver”を選択します。ASIOドライバを切り替
えると、確認のウィンドウが表示されますので、“切り替え”ボタン
をクリックしてください

ウィンドウ左側のデバイスの列には、選択されているASIOドライ
バ“ZOOM ASIODriver”が表示されます。
これをクリックして選び、デバイス設定ウィンドウの右部に表示さ
れる“コントロールパネル”ボタンをクリックしてください。

次に表示されるウィンドウでは、ASIOドライバのレイテンシーや
サンプリング周波数が設定できます。レイテンシーは、録音／再生
時に音が途切れない程度に、なるべく低い値に設定してください。

設定が終わったら、各ウィンドウでOKボタンをクリックして閉じ、
Cubase LE 4の起動直後の状態に戻します。

[INPUT]端子
パソコン

ギターなどの楽器ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子 オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

ASIOドライバ

ここをクリックして…

このボタンをクリック

USB/Cubase LE 4スタートアップガイド USB/Cubase LE 4スタートアップガイド

この「USB/Cubase LE 4スタートアップガイド」では、Cubase LE 4をパソコンにインストールし、本製品の接続や各種設定を済ませ、録音を行うまでの手順を説明します。

MacOS Xが動作するパソコンに本製品を接続し、オーディオ
の入出力ができるようにします。

本製品に付属するDVD-ROM“Cubase LE 4”を
Macintoshのドライブに挿入してください。

自動的にDVD-ROMの内容が表示されます。自動で内容が表示され
ない場合は、デスクトップに表示される“Cubase LE 4”アイコン
をダブルクリックします。

Cubase LE 4をMacintoshにインストールしてください。
DVD-ROMの内容が表示されたら、“Cubase LE 4 for MacOS X”
アイコンをダブルクリックして開き、“Cubase LE 4.mpkg”を使っ
てインストールを行います。

本製品とMacintoshをUSBケーブルを使って接続してく
ださい。 

NOTE
・ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅
延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターして
ください。

・ 本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりする
ことがあります。このような場合は、ACアダプターまたは乾電池でのご
利用をお勧めします。

・ USB ケーブルは、高品位でなるべく短いものをお使いください。本製品
をUSBバス電源で駆動する場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

HINT
USB接続を解除するのに、特別な操作は不要です。コンピューターに接続さ
れたUSBケーブルを抜いてください。

“アプリケーション”フォルダ→“ユーティリティ”フォル
ダの順に開き、“Audio MIDI設定”をダブルクリックして
ください。

Audio MIDI設定が表示されます。“オーディオ装置”をクリックし、デ
フォルトの入力／デフォルトの出力として、“USB Audio CODEC”
が選ばれていることを確認してください。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったら“Audio MIDI設定”を終了します。

Cubase LE 4を起動し、“デバイス”メニューから“デバ
イスの設定...”を選び、デバイスの列で“VSTオーディオ
システム”をクリックしてください。

Cubase LE 4を起動するには、“アプリケーション”フォルダに入っ
ているCubase LE 4のアイコンをダブルクリックします。
起動後は、デバイス設定ウィンドウの右側で、ASIOドライバとして
“USB Audio CODEC（2）”が選ばれていることを必ずご確認くだ
さい。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったらOKボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。

Macintosh
[INPUT]端子

ギターなどの楽器ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子 オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

 

裏面へ続く

 

裏面へ続く



Cubase LE 4のインストール Windows Vista／XP MacOS X接続と準備 Cubase LE 4を使って録音

Cubase LE 4の“デバイス”メニューから“VSTコネク
ション”を選び、表示されるウィンドウで入力／出力ポー
トに“Zm In(Out)”（MacOS Xでは“USB Audio
CODEC”）の文字を含むデバイスを設定してください。

左上（Mac OS Xでは上部中央）のタブを使用して入力／出力を切
り替え、デバイスポートに“Zm In（Out）”が選ばれているかどう
かを確認してください。
他の入出力が選ばれている場合は、デバイスポートの欄をクリック
して選び直します。

“ファイル”メニューから“新規プロジェクト”を選んでく
ださい

プロジェクト用のテンプレートを選ぶ“新規プロジェクト”ウィン
ドウが表示されます。

テンプレートの“空白”が選ばれていることを確認してか
ら、OKボタンをクリックしてください。

プロジェクトファイルの保存場所を選ぶウィンドウが表示されます。

保存場所（デスクトップなど）を指定してからOKボタン
（MacOS Xの場合は選択ボタン）をクリックしてくださ
い。

新規プロジェクトが作成され、Cubase LE 4の操作の中心となる
プロジェクトウィンドウが表示されます。

新規オーディオトラックを作成するには、“プロジェクト”
メニューから“トラックを追加”を選び、さらに表示され
るサブメニューから“オーディオ”を選択してください。

追加するオーディオトラックの数やステレオ／モノラルの設定を行
う、オーディオトラックを追加ウィンドウが表示されます。

ここでは、追加するトラックの本数を1、ステレオ／モノラルの設
定をステレオにしてOKボタンをクリックしてください。
プロジェクトウィンドウに、ステレオの新規オーディオトラックが
1本追加されます。

作成したオーディオトラックで、以下の設定を行ってくだ
さい。 

HINT
インスペクターは、現在選択されているトラックの情報を表示します。何も
表示されないときは、トラックをクリックして選択状態にしてください。

本製品の[INPUT]端子にギターなどの楽器を接続し、エ
フェクトパッチを選んでください。
ここで選択したエフェクトパッチで加工された信号が、[USB]端子
を経由してパソコンに録音されます。

Cubase LE 4の“デバイス”メニューから“ミキサー”
を選んでください。

ミキサーウィンドウが表示されます。
ミキサーウィンドウには、作成したトラックに対応するチャンネル
とマスターチャンネルが表示されます。

ここでは以下の操作を行ってください。

プロジェクトウィンドウ

追加するトラックの本数を選びます。 ステレオ／モノラルの設定を行います。

新規オーディオトラック

インスペクターが表示されていないときは、ここをクリック
して、インスペクターの表示／非表示を切り替えます。

トラックの入力／出力バスを選択します（ここでは、
手順6で本製品を割り当てたバスの名前を表示
させます）。バスを選びなおすときは、この部分を
クリックし、表示されるメニューから新たなバスを
選択します。

インスペクター（トラックごとの詳細設定を
行うエリア）

オーディオトラックに対応するチャンネル マスターチャンネル

ミキサーウィンドウ

モニタリングボタンをクリッ
クして橙色に点灯させます。

録音待機ボタンをクリック
して赤く点灯させ、録音待
機状態にします。

 

HINT
モニタリングボタンが点灯しているときは、フェーダーの隣にあるレベル
メーターにオーディオトラックの入力レベルが表示されます。また、消灯し
ているときは、オーディオトラックの出力レベルが表示されます。

楽器を演奏しながら、本製品の出力レベルを調節して
Cubase LE 4の録音レベルを決定します。

Cubase LE 4への録音レベルは、録音待機トラックに対応するチャ
ンネルのレベルメーターで確認できます。メーターが振り切らない
範囲で、なるべく高く設定してください。
なお、レベルを調節するときはCubase LE 4側のフェーダーは動
かさず、本製品の出力レベルを調節するようにしてください。 

NOTE
・ モニタリングボタンがオンの間は、本製品に入力される信号と、一度パ
ソコンを経由して本製品に戻される信号が同時に[OUTPUT]端子から出
力され、フランジャーがかかったような音になります。録音レベルを調
節する間も正確にモニターしたい場合は、VSTコネクション（手順6）の
設定で、一時的に出力のデバイスポートを未接続にするといいでしょう。

・ 上記のメーターには、Cubase LE 4内部で処理された後の信号レベルが
表示されます。このため、ギターなどの楽器の弦を弾いてからレベルメー
ターが振れるまでに、若干の遅れが生じることがありますが、これは故
障ではありません。

録音レベルの調節が終わったら、モニタリングボタンをク
リックして消灯させます。

入力レベルが表示されなくなり、パソコンを経由して本製品に戻さ
れる信号がミュートされます。
この操作で、本製品の[OUTPUT]端子からは、パソコンに送られる
直前の信号のみがモニターできるようになります。

トランスポートパネルが表示されていることを確認してく
ださい。

トランスポートパネルが表示されていないときは、“トランスポー
ト”メニューから“トランスポートパネル”を選択します。

録音を行うには、トランスポートパネルの録音ボタンをク
リックしてください。

録音が始まります。
楽器を演奏するとリアルタイムでプロジェクトウィンドウに波形が
描かれます。
録音を停止するには、トランスポートパネルの停止ボタンをクリッ
クしてください。

録音した内容を確認してください。
録音した内容は、次の手順に従って再生してください。 

HINT
録音後に再生ボタンをクリックしても音が出ない場合は、VSTコネクション
（手順6）の設定をもう一度確認してください。 

NOTE
なお、Cubase LE 4を継続してご使用いただくためには、アクティベーショ
ン（ライセンス認証＋製品登録）と呼ばれる操作が必要になります。Cubase
LE 4を起動したときに、製品登録を求める画面が表示されますので、“今す
ぐ登録”をクリックしてください。インターネットブラウザが起動し、アク
ティベーションを行うWebサイトが呼び出されますので、このWebサイト
の指示に従ってアクティベーションを行ってください。

快適にご使用になるために

Cubase LE 4を使用中に、極端にアプリケーションの動作が遅く
なったり、「USBオーディオインターフェースとの同期がとれない」
などのエラーメッセージが表示されたりすることがあります。この
ような現象が頻繁に起きるときは、以下のような点にご注意いただ
くと、改善される場合があります。

①Cubase LE 4以外に動作しているアプリケーションを終了
させる
特に常駐ソフトなどが多く登録されていないかをご確認くださ
い。

②Cubase LE 4で使用しているプラグインソフト（エフェク
ト、音源プラグイン）を減らす
プラグインが多い場合、パソコンの処理性能が追いつかなくなっ
ていることが考えられます。また、同時再生トラック数を減らす
ことも有効です。

③本製品をACアダプターで駆動する
USBバス電源に対応する製品の場合、USB端子から電源を供給
すると、まれに動作が不安定になることがあります。ACアダプ
ターでのご使用をおためしください。

その他、アプリケーションの動作が極端に遅くなり、パソコン自
体の操作に支障をきたす場合は、一度本製品のUSB端子をパソコ
ンから取り外してCubase LE 4を終了した後で、再度USB端子
を接続してからCubase LE 4を再起動してみることをお勧めし
ます。

レベルメーター

録音ボタン停止ボタン

プロジェクトの先頭に移動 再生ボタン

手順13で表示さ
せたマスターチャ
ンネルのフェーダ
ーを下げきります。

1.

トランスポートパネルのボ
タンを使ってプロジェクト
の先頭に移動します。

2.

適切な再生レベルが
得られるようにマスタ
ーチャンネルのフェー
ダーを上げます。

4.

トランスポートパネルの再生ボ
タンをクリックして再生します。

3.

 

表面より



Windows 7（またはVista、XP）が動作するパソコンに本製
品を接続し、オーディオの入出力ができるようにします。な
お、インストール時の操作は、Windows 7を例に説明します。

最新のASIOドライバーを、株式会社ズームのホームペー
ジ（http://www.zoom.co.jp）からダウンロードし、パソ
コンにインストールしてください。
ASIOドライバーは、本製品をCubase LE 5のオーディオ入出力と
して使用するために必要なソフトウェアです。ダウンロード時に付
属するread_meファイルを参考に、正しくインストールしてくださ
い。 

NOTE
本製品のシステムが古いと、パソコン側から認識できない場合があります。こ
のため、本製品は常に最新のシステムソフトウェアに更新しておくことをお勧

めします。最新のシステムソフトウェアは、当社ホームページからダウンロー
ドできます。

本製品に付属するDVD-ROM“Cubase LE 5”をパソコ
ンのドライブに挿入し、インストールを行ってください。

DVD-ROMを挿入すると、操作を尋ねる画面が表示されますので、
“Cubase_LE _5_Sta r t_Cen te r.e xe”を選んでください。
Cubase_LE_5_Start_Center.exeを選択すると言語を選択する画
面が表示されますので、使用する言語を選んでください。選択を行っ
た後は画面の指示に従ってください。 

HINT
DVD-ROMを挿入しても何も起きない場合は、“スタート”メニューから
“コンピュータ”（XPでは“マイコンピュータ”）を選び、表示される
“Cubase LE 5”DVD-ROM のアイコンをダブルクリックして開き、DVD-
ROM の内容を表示させ、実行ファイル“Cubase_LE_5_Start_Center”
（“Cubase_LE_5_Start_Center.exe”）をダブルクリックしてください。 

NOTE
Cubase LE 5のインストール中に、アクティベーション（ソフトウェアラ
イセンスの認証）の管理を行うソフトウェアのインストールを促す画面が表
示されます。このソフトウェアは、Cubase LE 5の製品登録に必要なので、
続けてインストールを行ってください。

本製品とパソコンをUSBケーブルを使って接続してくださ
い。 

NOTE
・ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅
延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターし
てください。

・ 本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりす
ることがあります。このような場合は、ACアダプターまたは乾電池での
ご利用をお勧めします。

・ USBケーブルは、高品位でなるべく短いものをお使いください。本製品
をUSBバス電源で駆動する場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

HINT
USB接続を解除するのに、特別な操作は不要です。コンピューターに接続
されたUSBケーブルを抜いてください。

Windows 7が動作するパソコンに初めて本製品を接続したときは、
“デバイスを使用する準備ができました”のメッセージが表示される
まで、しばらくお待ちください。

コントロールパネルの“サウンド”ウィンドウを表示させ
て、パソコンの入出力デバイスの設定を行ってください。

“サウンド”ウィンドウを表示させるには、まずスタートメニューか
ら“コントロールパネル”を選び、次に表示されたウィンドウで“ハー
ドウェアとサウンド”→“サウンド”の順にクリックします。

サウンドウィンドウでは、再生／録音デバイスに“ZOOM G Series
Audio”が表示され、チェックが入っていることを確認します（再
生／録音の表示はウィンドウ上部のタブで切り替えます）。
チェックが入っていない場合は、デバイスを表すアイコンを右クリッ
クして、表示されるメニューの“既定のデバイスとして設定”にチェッ
クを入れます。

Cubase LE 5を起動し、“デバイス”メニューから“デバ
イス設定...”を選び、デバイスの列で“VSTオーディオシ
ステム”をクリックしてください。

Cubase LE 5を起動するには、デスクトップ上に作成された
Cubase LE 5のショートカットアイコンをダブルクリックします。
“Cubase LE　開く　オプション”が表示された場合は“キャンセ
ル”ボタンをクリックしてください。起動後は、デバイス設定ウィ
ンドウの右部で、ASIOドライバとして“ZOOM G Series ASIO”
を選択します。ASIOドライバを切り替えると、確認のウィンドウ
が表示されますので、“切り替え”ボタンをクリックしてください

ウィンドウ左側のデバイスの列には、選択されているASIOドライ
バ“ZOOM G Series ASIO”が表示されます。
これをクリックして選び、デバイス設定ウィンドウの右部に表示さ
れる“コントロールパネル”ボタンをクリックしてください。

次に表示されるウィンドウでは、ASIOドライバのレイテンシーや
サンプリング周波数が設定できます。レイテンシーは、録音／再生
時に音が途切れない程度に、なるべく低い値に設定してください。

設定が終わったら、各ウィンドウでOKボタンをクリックして閉じ、
Cubase LE 5の起動直後の状態に戻します。

[INPUT]端子
パソコン

ギターなどの楽器ACアダプター

乾電池

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子 オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

ASIOドライバ

ここをクリックして…

このボタンをクリック

USB/Cubase LE 5スタートアップガイド USB/Cubase LE 5スタートアップガイド

この「USB/Cubase LE 5スタートアップガイド」では、Cubase LE 5をパソコンにインストールし、本製品の接続や各種設定を済ませ、録音を行うまでの手順を説明します。

MacOS Xが動作するパソコンに本製品を接続し、オーディオ
の入出力ができるようにします。なお、インストール時の操作
は、Mac OS X v10.5を例に説明します。

本製品に付属するDVD-ROM“Cubase LE 5”を
Macintoshのドライブに挿入してください。

自動的にDVD-ROMの内容が表示されます。自動で内容が表示され
ない場合は、デスクトップに表示される“Cubase LE 5”アイコン
をダブルクリックします。

Cubase LE 5をMacintoshにインストールしてください。
DVD-ROMの内容が表示されたら、“Cubase LE 5 Start Center”
を使ってインストールを行います。

本製品とMacintoshをUSBケーブルを使って接続してく
ださい。 

NOTE
・ 録音時にパソコンのオーディオ出力端子からの信号をモニターすると、遅
延が発生します。必ず本製品の[OUTPUT]端子からの信号をモニターして
ください。

・ 本製品を USB バス電源で駆動すると、十分な電源が得られないことが原
因で動作が不安定になったり、ディスプレイにエラーが表示されたりする
ことがあります。このような場合は、ACアダプターまたは乾電池でのご
利用をお勧めします。

・ USB ケーブルは、高品位でなるべく短いものをお使いください。本製品
をUSBバス電源で駆動する場合、3m以上のUSBケーブルを通じて電源
を供給すると、電圧低下の警告が出ることがあります。 

HINT
USB接続を解除するのに、特別な操作は不要です。コンピューターに接続さ
れたUSBケーブルを抜いてください。

“アプリケーション”フォルダ→“ユーティリティ”フォル
ダの順に開き、“Audio MIDI設定”をダブルクリックして
ください。

Audio MIDI設定が表示されます。“オーディオ装置”をクリックし、デ
フォルトの入力／デフォルトの出力として、“USB Audio CODEC”
が選ばれていることを確認してください。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったら“Audio MIDI設定”を終了します。

Cubase LE 5を起動し、“デバイス”メニューから“デバ
イスの設定...”を選び、デバイスの列で“VSTオーディオ
システム”をクリックしてください。

Cubase LE 5を起動するには、“アプリケーション”フォルダに入っ
ているCubase LE 5のアイコンをダブルクリックします。
起動後は、デバイス設定ウィンドウの右側で、ASIOドライバとして
“USB Audio CODEC”が選ばれていることを必ずご確認ください。

他の項目が選択されていた場合は、プルダウンメニューを使って選
択をやり直してください。
確認が終わったらOKボタンをクリックしてウィンドウを閉じます。

Macintosh
[INPUT]端子

ギターなどの楽器ACアダプター

または
USBケーブル

本製品

[OUTPUT]端子
乾電池

オーディオシステムなどの
ハイファイな再生装置

 

裏面へ続く

 

裏面へ続く

WindowsCubase LE 5のインストール 接続と準備 Cubase LE 5を使って録音

Cubase LE 5のインストール 接続と準備 Cubase LE 5を使って録音

Cubase LE 5のインストール MacOS X接続と準備 Cubase LE 5を使って録音

Cubase LE5 Starting Manual G-J-1



Cubase LE 5の“デバイス”メニューから“VSTコネク
ション”を選び、表示されるウィンドウで入力／出力ポー
トに“USB Audio CODEC In（Out）”（MacOS Xでは
“USB Audio CODEC”）の文字を含むデバイスを設定し
てください。

左上（Mac OS Xでは上部中央）のタブを使用して入力／出力を切
り替え、デバイスポートに“USB Audio CODEC In（Out）”が選
ばれているかどうかを確認してください。
他の入出力が選ばれている場合は、デバイスポートの欄をクリック
して選び直します。

“ファイル”メニューから“新規プロジェクト”を選んでく
ださい

プロジェクト用のテンプレートを選ぶ“新規プロジェクト”ウィン
ドウが表示されます。

テンプレートの“空白”が選ばれていることを確認してか
ら、OKボタンをクリックしてください。

プロジェクトファイルの保存場所を選ぶウィンドウが表示されます。

保存場所を指定してからOKボタン（MacOS Xの場合は
選択ボタン）をクリックしてください。

新規プロジェクトが作成され、Cubase LE 5の操作の中心となる
プロジェクトウィンドウが表示されます。

新規オーディオトラックを作成するには、“プロジェクト”
メニューから“トラックを追加”を選び、さらに表示され
るサブメニューから“オーディオ”を選択してください。

追加するオーディオトラックの数やステレオ／モノラルの設定を行
う、オーディオトラックを追加ウィンドウが表示されます。

ここでは、追加するトラックの本数を1、ステレオ／モノラルの設
定をステレオにしてOKボタンをクリックしてください。
プロジェクトウィンドウに、ステレオの新規オーディオトラックが
1本追加されます。

作成したオーディオトラックで、以下の設定を行ってくだ
さい。 

HINT
インスペクターは、現在選択されているトラックの情報を表示します。何も
表示されないときは、トラックをクリックして選択状態にしてください。

本製品の[INPUT]端子にギターなどの楽器を接続し、エ
フェクトパッチを選んでください。
ここで選択したエフェクトパッチで加工された信号が、[USB]端子
を経由してパソコンに録音されます。

Cubase LE 5の“デバイス”メニューから“ミキサー”
を選んでください。

ミキサーウィンドウが表示されます。
ミキサーウィンドウには、作成したトラックに対応するチャンネル
とマスターチャンネルが表示されます。

ここでは以下の操作を行ってください。

プロジェクトウィンドウ

追加するトラックの本数を選びます。 ステレオ／モノラルの設定を行います。

新規オーディオトラック

インスペクターが表示されていないときは、ここをクリック
して、インスペクターの表示／非表示を切り替えます。

トラックの入力／出力バスを選択します（ここでは、
手順6で本製品を割り当てたバスの名前を表示
させます）。バスを選びなおすときは、この部分を
クリックし、表示されるメニューから新たなバスを
選択します。

インスペクター（トラックごとの詳細設定を
行うエリア）

オーディオトラックに
対応するチャンネル

マスターチャンネル

ミキサーウィンドウ

モニタリングボタンをクリッ
クして橙色に点灯させます。

録音待機ボタンをクリック
して赤く点灯させ、録音待
機状態にします。

 

HINT
モニタリングボタンが点灯しているときは、フェーダーの隣にあるレベル
メーターにオーディオトラックの入力レベルが表示されます。また、消灯し
ているときは、オーディオトラックの出力レベルが表示されます。

楽器を演奏しながら、本製品の出力レベルを調節して
Cubase LE 5の録音レベルを決定します。

Cubase LE 5への録音レベルは、録音待機トラックに対応するチャ
ンネルのレベルメーターで確認できます。メーターが振り切らない
範囲で、なるべく高く設定してください。
なお、レベルを調節するときはCubase LE 5側のフェーダーは動
かさず、本製品の出力レベルを調節するようにしてください。 

NOTE
・ モニタリングボタンがオンの間は、本製品に入力される信号と、一度パ
ソコンを経由して本製品に戻される信号が同時に[OUTPUT]端子から出
力され、フランジャーがかかったような音になります。録音レベルを調
節する間も正確にモニターしたい場合は、VSTコネクション（手順6）の
設定で、一時的に出力のデバイスポートを未接続にするといいでしょう。

・ 上記のメーターには、Cubase LE 5内部で処理された後の信号レベルが
表示されます。このため、ギターなどの楽器の弦を弾いてからレベルメー
ターが振れるまでに、若干の遅れが生じることがありますが、これは故
障ではありません。

録音レベルの調節が終わったら、モニタリングボタンをク
リックして消灯させます。

入力レベルが表示されなくなり、パソコンを経由して本製品に戻さ
れる信号がミュートされます。
この操作で、本製品の[OUTPUT]端子からは、パソコンに送られる
直前の信号のみがモニターできるようになります。

トランスポートパネルが表示されていることを確認してく
ださい。

トランスポートパネルが表示されていないときは、“トランスポー
ト”メニューから“トランスポートパネル”を選択します。

録音を行うには、トランスポートパネルの録音ボタンをク
リックしてください。

録音が始まります。
楽器を演奏するとリアルタイムでプロジェクトウィンドウに波形が
描かれます。
録音を停止するには、トランスポートパネルの停止ボタンをクリッ
クしてください。

録音した内容を確認してください。
録音した内容は、次の手順に従って再生してください。 

HINT
録音後に再生ボタンをクリックしても音が出ない場合は、VSTコネクション
（手順6）の設定をもう一度確認してください。 

NOTE
なお、Cubase LE 5を継続してご使用いただくためには、アクティベーショ
ン（ライセンス認証＋製品登録）と呼ばれる操作が必要になります。Cubase
LE 5を起動したときに、製品登録を求める画面が表示されますので、“今す
ぐ登録”をクリックしてください。インターネットブラウザが起動し、アク
ティベーションを行うWebサイトが呼び出されますので、このWebサイト
の指示に従ってアクティベーションを行ってください。

快適にご使用になるために

Cubase LE 5を使用中に、極端にアプリケーションの動作が遅く
なったり、「USBオーディオインターフェースとの同期がとれない」
などのエラーメッセージが表示されたりすることがあります。この
ような現象が頻繁に起きるときは、以下のような点にご注意いただ
くと、改善される場合があります。

①Cubase LE 5以外に動作しているアプリケーションを終了
させる
特に常駐ソフトなどが多く登録されていないかをご確認くださ
い。

②Cubase LE 5で使用しているプラグインソフト（エフェク
ト、音源プラグイン）を減らす
プラグインが多い場合、パソコンの処理性能が追いつかなくなっ
ていることが考えられます。また、同時再生トラック数を減らす
ことも有効です。

③本製品をACアダプターで駆動する
USBバス電源に対応する製品の場合、USB端子から電源を供給
すると、まれに動作が不安定になることがあります。ACアダプ
ターでのご使用をおためしください。

その他、アプリケーションの動作が極端に遅くなり、パソコン自
体の操作に支障をきたす場合は、一度本製品のUSB端子をパソコ
ンから取り外してCubase LE 5を終了した後で、再度USB端子
を接続してからCubase LE 5を再起動してみることをお勧めし
ます。

レベルメーター

録音ボタン停止ボタン

プロジェクトの先頭に移動 再生ボタン

手順13で表示さ
せたマスターチャ
ンネルのフェーダ
ーを下げきります。

1.

トランスポートパネルのボ
タンを使ってプロジェクト
の先頭に移動します。

2.

適切な再生レベルが
得られるようにマスタ
ーチャンネルのフェー
ダーを上げます。

4.

トランスポートパネルの再生ボ
タンをクリックして再生します。

3.

 

表面より
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